
第３回 本庄高校 学校運営協議会 

                    期日：令和２年３月１０日    

 時間：13:00～14:30       

場所：本庄高校 LABO 室     

【出欠】 

 委員：中山（ ◯ ） 桑畑（ 欠 ） 餘利野（ 欠 ） 岩切（ ○ ） 服部（ ○ ） 

       大南（ 欠 ） 三根（ ○ ） 谷口  （ 欠 ） 那須（ ○ ） 

 学校：校長（ ◯ ） 教頭（ － ） 事務長（ ◯ ） 原田（ ◯ ） 内田（ ◯ ） 

 

１ 開会のことば（原田） 

 

２ 中山会長あいさつ 

  先月の「わけもんの主張」での入賞やコミュニティ･スクール事業等あらゆる取り組み 

 がメディアで発信されていることに喜びを感じている。 

  さらに、入試倍率も「0.94 倍」と県平均以上の数値となったことは、魅力化推進をこ 

れまで進めてこられた先生方の成果だと思っている。 

 

３ 校長あいさつ 

  全国的に新型コロナウイルスの影響を受けて、あらゆる事業等が延期や中止となって 

いる中で、本日は是非とも必要な会議として開催した。本日の会議の欠席者については 

「同意する」ということで御理解をいただいている。本日の議題は、年間報告等が中心 

になるが、皆様から御意見を賜り、次年度につなげていきたい。 

 

４ 学校からの説明 

（１）今年度のこれまでの取り組み 

・別紙プレゼン資料（校長） 

（２）「ICT 街づくり LABO」について（原田）        ・・・別冊Ｐ３～４ 

  中山 町民も使用できるのか。 

  原田 可能である。 

  谷口 印刷用紙等の消耗品等の取り扱いはどうなるか。 

  原田 持ち込みになるのではないか。 

（３）デュアルシステム導入における進捗状況（内田）    ・・・別冊Ｐ５～７ 

  岩切 現在どれくらいの受け入れ先を予定しているのか。 

  内田 約８０事業所ほど候補に挙げているが、確定している団体は数社である。 

  岩切 県のアシスト企業があるので、そのようなところにも問い合わせをしてみる

といいのではないか。 

（４）その他の活動（ボランティア関係）          ・・・別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 協議内容 

（１）事業実績書（様式第４号）及び収支決算書（様式５号）  ・・・別冊Ｐ８～ 

（２）学校評価について                   ・・・別紙 

（３）その他 

  岩切 どのレベルまでいけば「２」「３」なのか評価しづらかった。今後は、我々に

分かるような形で示してもらえるとありがたい。取組については、情報発信を

とおしてよく理解できた。 

 

  中山 「５・４・３・２・１」の方が評価しやすかった。 

  服部 整数あるいは小数第１位まで出すかは学校の独自性でいいのだろうが、昨年は 

     ＡＢＣだったが、数値化した方が分かりやすい。ＣＳの取組を「広報くにとみ」

でいつも楽しみにしていた。 

  中山 今年度の取り組み内容がパネルで校長室前の廊下に掲載してあるが、よく実施 

されている。学校評価をみても、情報発信が軒並み高い。今の調子を持続発展 

させてほしい。 

  三根 （これまでは出席できなかったが）本日の報告でＣＳをよく理解できた。今後 

とも資格をたくさん取得して社会に出てほしい。 

  那須 ＣＳの情報発信は、委員の一人である自分自身もうれしかった。卒業後は、地 

元に残って活躍してほしい。 

 

 

６ 諸連絡 

（１）口座振替用紙の提出について 

（２）その他 

 

 

７ 閉会あいさつ（校長） 

  本日の会議で、本庄高校を分かっていただけたのではないだろうか。評価について

もたくさん御助言いただき感謝申し上げたい。次年度についても、引き続き委員と

して御支援をいただけるとありがたい。 

 


